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はじめに 

 

ここ数年の中国製ロボットの性能やデザインなどの向上は著しく、特にコロナ禍以降、物流や

外食分野を中心に日本で導入される中国製ロボットも増えてきています。 

一方、米中の対立が激化するにつれ、日本企業は難しい立ち位置を迫られており、米中のはざ

まで対応に苦慮されている企業も多いのではないでしょうか。 

 

ロボティック普及促進センターでは、中国のロボットビジネスの動向について、日本ロボット

ビジネス体系講座やセミナーなどを通じて、これまでも度々取り上げてきました。 

また、2019 年から 2021 年にかけて、世界のロボット関連企業（約 1400 社）の現状について

もあらためて調べ直しました。 

 

本レポートは、躍進する中国のロボットビジネスの最新動向と米中対立による日本企業への影

響、そして、世界のロボット関連企業（約 1400 社）の現状を踏まえた上で、今知っておくべ

きポイントをぎっしり詰め込みながら、日本のロボット関連企業がなすべき「処方箋」につい

て、関連する企業や製品、豊富な事例を通して、端的にわかりやすく、コンパクトにまとめて

あります。 

 

第 1 章では、中国のロボットビジネスの市場規模や発展の要因、強みと弱みなどを広い視点か

ら俯瞰し、第２章、第３章で、躍進する中国のロボットビジネスに日本はどのように対応して

いけばいいのかを論じた上で、中国製ロボットに市場を席捲される前に日本企業がとるべき具

体的な対処法＝「処方箋」について述べています。そして、米中対立における米・中・日それ

ぞれの対応と日本企業への影響、特に注意すべき事項については第４章で記述しました。 

 

中国をめぐっては知的財産や人権問題など、対応すべき多くの課題はあるものの、中国のロボ

ットビジネスの発展は日本のロボット関連企業にも大きな影響を及ぼし、より強固な関係性と

拡がりが期待される重要な存在になることと思います。 

 

本レポートが皆さまのビジネスに少しでも貢献できれば幸いです。 

 

 

2022 年 1 月 25 日 

ロボティック普及促進センター 
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